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マ
ニ
ラ
に
土
産
持
参
の
初
老
日
本
人

ジ
ャ
ピ
ー
ノ
と
呼
ば
れ
る
混
血
児

　

隣
の
席
の
客
か
ら
、
声
を
か
け
ら
れ
た
。

　

「
ど
ち
ら
に
、
行
か
れ
る
ん
で
す
か
」

　

ど
ち
ら
に
、
と
言
わ
れ
た
っ
て
、
飛
行
機
の
中
で
あ
る
。

決
ま
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
。

　

怪
訝
な
顔
を
し
て
い
る
と
、
そ
の
初
老
の
男
性
が
「
八

王
子
に
住
む
板
金
工
で
、
六
十
歳
で
す
。
二
ヶ
月
に
一
度

の
ペ
ー
ス
で
ね
、
マ
ニ
ラ
に
来
て
い
る
ん
で
す
。
来
な
い

と
ね
、
彼
女
か
ら
、
パ
パ
、
淋
し
い
と
、
電
話
が
か
か
っ

て
く
る
も
の
で
」
と
語
る
。
マ
ニ
ラ
の
ど
の
町
に
行
く
の

か
と
聞
い
て
い
た
の
だ
。

　

「
い
や
、
観
光
で
す
か
ら
」
と
答
え
る
。

　

「
パ
ブ
で
、
知
り
合
っ
た
ん
で
す
よ
。
子
供
が
二
人
い

ま
し
て
ね
」

　

「
あ
な
た
の
？
」

　

「
い
え
、
彼
女
の
子
で
す
。
私
は
独
身
で
す
」

　

柿
、
リ
ン
ゴ
、
オ
モ
チ
ャ
、
お
菓
子
と
、
山
の
よ
う
に

土
産
を
持
ち
込
ん
で
い
た
。
彼
女
宅
を
訪
ね
る
と
、
両
親

や
子
供
た
ち
も
喜
ん
で
く
れ
る
と
い
う
。「
パ
パ
が
、
何

人
も
い
る
か
も
」と
思
っ
た
が
、そ
の
言
葉
は
飲
み
込
ん
だ
。

還
暦
氏
の
生
き
が
い
を
、
批
判
す
る
気
に
な
れ
な
か
っ
た

か
ら
で
あ
る
。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
と
日
本
と
の
間
に
は
、
男
と
女
に
ま
つ
わ

る
話
が
多
い
。

　

戦
時
中
、
日
本
の
軍
人
と
の
間
に
生
ま
れ
た
子
供
た
ち

の
認
知
問
題
が
あ
る
。
最
近
で
は
、
日
本
の
農
村
へ
の
嫁

入
り
も
あ
る
。
逆
に
、
日
本
公
演
に
や
っ
て
き
た
フ
ィ
リ

ピ
ン
・
バ
ン
ド
を
追
っ
か
け
て
、日
本
女
性
が
渡
っ
た
ケ
ー

ス
も
あ
る
。
夫
の
働
き
口
が
な
い
の
で
、
苦
労
し
て
い
る

と
も
き
く
。

　

ち
な
み
に
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
と
日
本
人
の
間
に
生
ま
れ

た
混
血
は
、
ジ
ャ
ピ
ー
ノ
と
呼
ば
れ
る
。
日
本
に
約
六
万

人
（
二
〇
〇
三
年
統
計
）。
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
は
、
そ
れ
以

上
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
る
。

寺
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ロ
ン
グ
ス
テ
イ
で
人
気
の
セ
ブ
島

軒
連
ね
る
高
級
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル

　

こ
の
春
、
セ
ブ
島
と
マ
ニ
ラ
に
行
っ
て
き
た
。
セ
ブ
は

リ
ゾ
ー
ト
地
で
あ
る
。
直
行
便
に
乗
る
と
、
新
婚
旅
行
の

カ
ッ
プ
ル
や
女
の
子
の
グ
ル
ー
プ
が
い
て
、
マ
ニ
ラ
便
よ

り
明
る
い
感
じ
が
し
た
。
今
回
は
、
伴
侶
と
一
緒
の
旅
で

あ
る
。
気
の
進
ま
な
い
彼
女
を
「
ロ
ン
グ
ス
テ
イ
の
適
地

だ
か
ら
、
下
見
に
行
こ
う
」
と
連
れ
出
し
た
。
ロ
ン
グ
ス

テ
イ
と
い
う
の
は
、
日
本
に
生
活
拠
点
を
置
き
な
が
ら
、

海
外
に
長
め
に
滞
在
す
る
旅
を
指
す
。
近
年
、「
年
金
で

暮
ら
せ
る
東
南
ア
ジ
ア
」
と
し
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
も
、
人

気
地
の
一
つ
だ
。

　

セ
ブ
本
島
に
は
、
二
つ
の
橋
で
つ
な
が
る
マ
ク
タ
ン
島

が
あ
る
。
国
際
飛
行
場
が
あ
り
、
海
岸
沿
い
に
は
、
シ
ャ

グ
リ
ラ
や
ヒ
ル
ト
ン
と
い
っ
た
、
高
級
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル

が
、
軒
を
連
ね
て
い
る
。

　

そ
こ
ら
を
避
け
、
本
島
に
渡
り
、
州
都
セ
ブ
シ
テ
イ
の

中
心
部
に
あ
る
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
セ
ブ
シ
テ
イ
ホ

テ
ル
（
四
つ
星
）
に
宿
泊
し
た
。「
巨
大
な
白
亜
の
神
殿
」

と
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
書
か
れ
て
い
る
、
客
室
が
五
百
以

上
あ
る
大
ホ
テ
ル
で
あ
る
。

ホ
テ
ル
玄
関
に
麻
薬
犬
が
出
迎
え

カ
ジ
ノ
に
は
普
段
着
の
オ
ジ
サ
ン

　

ま
ず
、
玄
関
で
驚
か
さ
れ
た
。
ガ
ー
ド
マ
ン
と
麻
薬
犬

が
迎
え
て
く
れ
た
の
だ
。
カ
ジ
ノ
が
併
設
さ
れ
て
い
る
か

ら
と
思
っ
た
が
、
後
に
訪
れ
た
マ
ニ
ラ
の
主
要
ホ
テ
ル
も
、

同
様
で
あ
っ
た
。
ど
う
や
ら
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ス
タ
イ
ル
ら

し
い
。

　

そ
の
24
時
間
営
業
の
カ
ジ
ノ
だ
が
、
バ
カ
ラ
も
ル
ー

レ
ッ
ト
も
あ
り
、
ビ
ン
ゴ
も
や
っ
て
い
て
、
も
ち
ろ
ん
ス

ロ
ッ
ト
マ
シ
ン
も
あ
っ
た
。
内
装
も
、
そ
れ
な
り
に
き
ら

び
や
か
で
、
従
業
員
も
黒
服
で
決
め
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
客
が
ま
る
で
い
な
い
。
サ
ン
ダ
ル
履
き
で

は
な
い
も
の
の
、
普
段
着
の
ま
ま
。
そ
の
へ
ん
の
オ
ジ
サ

ン
、
オ
バ
サ
ン
が
気
楽
に
や
っ
て
き
て
い
て
、
ま
る
で
郊

外
の
巨
大
パ
チ
ン
コ
屋
み
た
い
で
あ
る
。

　

連
れ
に
は
「
カ
ジ
ノ
っ
て
、
こ
ん
な
の
」
と
疑
問
を
呈

さ
れ
た
。
ラ
ス
ベ
ガ
ス
や
マ
カ
オ
な
ど
の
本
場
カ
ジ
ノ
を
、

経
験
し
て
い
な
い
の
で
、
な
ん
と
も
答
え
よ
う
が
な
か
っ

た
。
実
は
、ハ
イ
フ
ォ
ン
郊
外
の
ド
ー
ソ
ン（
ベ
ト
ナ
ム
）

で
、
そ
れ
ら
を
一
通
り
試
み
た
こ
と
は
あ
る
の
で
す
が
…
。

　

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
セ
ブ
に
は
観
光
名
所
が
多
い
。
マ

ゼ
ラ
ン
ク
ロ
ス
は
、
冒
険
家
の
Ｆ
・
マ
ゼ
ラ
ン
が
、
一
五

二
一
年
に
上
陸
し
て
き
た
際
に
作
っ
た
、
木
製
の
十
字
架

で
あ
る
。
サ
ン
ト
・
ニ
ー
ニ
ョ
教
会
や
道
教
の
寺
院
も
あ

る
。
も
と
も
と
セ
ブ
は
、
ス
ペ
イ
ン
統
治
時
代
に
、
首
都

と
し
て
の
機
能
を
持
た
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

客
で
あ
ふ
れ
る
マ
ー
ケ
ッ
ト

ウ
ィ
ン
ド
ー
シ
ョ
ッ
プ
で
避
暑

　

な
ん
と
い
っ
て
も
壮
観
は
、
港
に
面
し
た
カ
ル
ボ
ン
・

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
あ
っ
た
。
市
場
に
は
マ
ン
ゴ
ー
、
バ
ナ
ナ

な
ど
の
果
物
、
そ
し
て
各
種
の
野
菜
、
南
国
特
有
の
色
鮮

や
か
な
魚
と
肉
、
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
や
タ
バ
コ
な
ど
嗜
好
品
、

日
用
雑
貨
、
近
隣
の
島
々
か
ら
運
ば
れ
て
き
た
特
産
品
ま

で
が
、
雑
多
に
う
ず
高
く
並
ん
で
い
た
。

　

感
心
し
て
、「
お
客
さ
ん
が
多
い
で
す
ね
」
と
、
案
内

し
て
く
れ
た
ガ
イ
ド
氏
に
言
っ
た
ら
、「
い
ゃ
、
昔
に
比

べ
た
ら
」
と
か
ぶ
り
を
振
ら
れ
た
。
ご
た
ぶ
ん
に
も
れ
ず
、

大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
や
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

に
、
押
さ
れ
て
い
る
ら
し
い
。

　

ア
ヤ
ラ
や
シ
ュ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
、
大
型
施
設
が
二
箇 鶏が生きたまま売られているマーケット
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る
。
せ
っ
か
く
外
国
に
来
て
、
そ
れ
ら
の
人
々
と
全
く
ふ

れ
あ
わ
な
い
な
ん
て
、
残
念
な
気
が
し
ま
す
が
ね
。

　

セ
ブ
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
語
（
ル
ソ
ン
島
中
部
で
話
さ

れ
る
タ
ガ
ロ
グ
語
が
ベ
ー
ス
）
と
言
語
体
系
が
異
な
る
セ

ブ
ア
ノ
語
が
、庶
民
の
言
葉
で
あ
る
。七
千
を
越
え
る
島
々

で
成
り
立
つ
島
嶼
国
家
だ
け
に
、
統
一
言
語
の
発
達
が
遅

れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
ア
メ
リ
カ
統
治
時
代
か
ら
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
訛
り
の
英
語
が
、
共
通
言
語
の
役
割
を
果
た
し
て

き
て
い
る
。
だ
か
ら
自
信
を
持
っ
て
、
た
ど
た
ど
し
く
て

も
、
英
語
で
話
し
か
け
た
ら
よ
い
。
小
生
は
恥
ず
か
し
な

が
ら
、
そ
の
カ
ト
コ
ト
も
、
か
ら
っ
き
し
駄
目
で
す
が

：

。

　

ハ
ン
グ
ル
の
看
板
を
た
く
さ
ん
見
か
け
た
。
韓
国
か
ら

投
資
が
多
く
、
観
光
客
も
多
数
や
っ
て
き
て
い
る
。「
日

韓
の
違
い
は
？
」
と
ガ
イ
ド
氏
に
水
を
向
け
て
み
る
と
、

「
日
本
人
は
、
酒
を
飲
む
と
寝
て
し
ま
う
。
韓
国
人
は
、

喧
嘩
を
始
め
る
」
と
語
っ
て
い
た
。

所
も
あ
る
。
ブ
テ
ッ
ク
や
各
種
専
門
店
に
レ
ス
ト
ラ
ン
や

食
堂
、
映
画
館
や
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
、
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
も
、
併
設
さ
れ
て
い
る
。

　

客
、
客
、
客
で
あ
る
。

　

「
来
る
だ
け
、
見
る
だ
け
で
す
よ
。
買
い
物
な
ど
、
ほ

と
ん
ど
し
ま
せ
ん
」
と
、
ガ
イ
ド
氏
は
笑
っ
て
い

る
。
家
は
暑
く
、
ク
ー
ラ
ー
を
持
っ
て
い
な
い
。
扇

風
機
は
あ
る
が
、
電
気
代
も
ば
か
に
な
ら
な
い
。
涼

し
い
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
来
て
、
ウ
ィ
ン

ド
ー
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
し
、
お
腹
が
空
け
ば
フ
ァ
ス

ト
フ
ー
ド
の
店
に
入
る
。

　

セ
ブ
シ
テ
イ
に
は
、日
本
料
理
店
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

総
じ
て
安
く
て
お
い
し
い
。
リ
タ
イ
ア
し
た
人
を
中

心
に
、日
本
人
も
多
数
住
ん
で
い
る
。
住
居
は
、ガ
ー

ド
マ
ン
に
し
っ
か
り
警
備
さ
れ
た
外
国
人
専
用
マ
ン

シ
ョ
ン
だ
っ
た
り
す
る
。
ま
る
で
、
出
島

暮
ら
し
で
あ
る
。
確
か
に
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン

に
は
、汚
い
、臭
い
、危
険
の
３
Ｋ
が
あ
る
。

　

で
も
ね
、
そ
こ
に
は
、
活
気
に
満
ち
た

商
店
も
あ
れ
ば
、
隣
と
隣
が
く
っ
つ
い
た

安
普
請
の
家
々
（
家
と
い
う
よ
り
小
屋
に

近
い
？
失
礼
）
も
、
建
ち
並
ん
で
い
る
の

で
す
よ
。

七
千
を
越
す
島
々
の
島
嶼
国

共
通
言
語
は
英
語

　

健
気
に
動
き
ま
わ
る
女
性
陣
に
比
べ
、

半
ズ
ボ
ン
に
上
半
身
が
裸
、
腕
に
は
入
れ
墨
、
低
い
椅
子

に
座
っ
て
昼
間
か
ら
一
杯
き
こ
め
し
て
い
る
、
お
よ
そ
働

く
気
が
見
え
な
い
男
た
ち
も
い
て
、
こ
ち
ら
が
外
国
人
だ

と
分
か
る
と
、「
ウ
エ
ル
カ
ム
」
な
ん
て
、
声
を
か
け
て

く
る
。
物
怖
じ
し
な
く
寄
っ
て
く
る
可
愛
い
子
供
ら
も
い

■ 

昭
和
22
年
北
海
道
生
ま
れ
。
46
年
、
中
大
法
卒
。
雑

誌
編
集
者
、
新
聞
記
者
を
経
て
現
在
、
尚
美
学
園
大
学
非

常
勤
講
師
、
ロ
ン
グ
ス
テ
イ
財
団
広
報
委
員
、
日
本
旅
行

作
家
協
会
会
員
。『
サ
ン
ダ
ル
履
き
週
末
旅
行
』（
竹
内
書

店
新
社
）
を
は
じ
め
と
す
る
旅
行
記
の
ほ
か
、
エ
ッ
セ
イ

『
裏
方
物
語
』（
時
評
社
）
が
あ
る
。

日本人も居住する高級マンション
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